
 

しまね地域医療支援センター事業の実施状況（令和６年度） 

 

 

【重点的な取組】 

■ 地域枠等医師とのよりきめ細やかな面談・フォロー、医局訪問（県外大学を含む）の実施 

■ 若手医師・学生への情報提供、つながりの強化 

■ 大学、関係医療機関、市町村との連携強化 

■ 新型コロナウイルス感染症防止対策をしつつ、効果的な事業実施 

 

１ 医師のキャリア形成支援事業  

（１）医師面談・医局訪問 

  ・地域枠等医師が、義務履行とキャリア形成を両立できるよう、専任医師との面談により支援 

・島根大学医学部附属病院に勤務する医師については、診療科長を訪問し、地域枠等医師の義

務履行等について確認・意見交換等実施 

  （対象者：２６６名、個別面談１３９名、島大訪問での確認１１７名） 

  ・鳥取大学医学部附属病院に勤務する医師については、診療科長を訪問し、義務履行の理解、

協力を依頼 

  ・地域枠等医師の勤務病院へ、義務履行とキャリア形成に配慮した支援を依頼する文書送付 

（２）キャリア形成支援プログラムの周知 

  ・専門研修プログラムを選択する際、地域での義務履行をイメージできる「キャリア形成プロ

グラム」を早い段階から参考にしてもらうため、１年生向け説明会（令和６年５月１３日）、

５年生向け説明会（令和７年３月１８日予定）を実施 

 

２ 充実した研修体制支援事業  

（１）しまね臨床研修医合同研修会 

  ・県内で臨床研修を開始する研修医全員を対象に、社会人としての心構えや医師としての使命

感醸成、仲間づくりやネットワークづくりを目的とした研修会を開催 

研修会及び交流会（松江市内） ４月１９～２０日  参加者６０名（1年目研修医全員） 

（２）若手医師自主企画応援助成 

・スキルアップとネットワークづくり等を目的に、若手医師を中心としたグループによる、自

主的な活動の経費を助成  実績：５グループ 

（３）研修・指導体制充実強化事業 

・若手医師の県内定着のため、病院の研修・指導体制の充実強化を目的とした取組を支援 

実績：９病院 
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（４）指導医講習会 

  ・県内の臨床研修充実のため、国指針に基づく講習会を開催し、指導医の養成・確保を図った 

    １０月２８日及び１１月１日（ＷＥＢ）、１１月１６日（集合） 参加者３１名 

３ 研修医確保に向けた情報発信事業  

（１）臨床研修病院合同説明会 

  ・県内で臨床研修を行う研修医確保に向け、しまねの臨床研修プログラムや指導体制等を県内

外へ広くＰＲする合同説明会を開催 

    第１回（６月７日 ＷＥＢ開催）３２名   第２回（２月１４日 対面開催）５０名 

（２）専門研修プログラム合同説明会 WEEK（ＷＥＢ開催） 

  ・県内で専門研修を行う専攻医確保に向け、専門研修プログラムの内容紹介や個別相談を行う、

合同説明会を開催 

    第１回（７月１０～１４日）延べ１４人（７プログラム） 

  第２回（９月２５～２９日）延べ２９人（２４プログラム） 

（３）病院見学旅費助成 （R7.2 月末現在） 

  ・しまねでの臨床研修、専門研修につなげるため、県外学生・研修医の県内医療機関の見学旅

費を支援 

    医学生 ３５件    研修医 ２０件 

（４）レジナビ Fair 大阪 2024 への出展 

  ・大阪で開催された全国規模の研修病院合同説明会に、オールしまねで参加し、来場した学生

へＰＲ 

    ５月２６日開催 島根ブースへの訪問者：６８名 

（５）多様なメディアを活用した情報発信事業 

  ・オールしまねでの若手医師の支援体制をＰＲするため、センターの取組や県内医療機関の研

修体制を情報発信 

  ・臨床研修病院ガイドブックや支援センターマガジン等の紙媒体によるもののほか、ホームペ

ージやＳＮＳを活用して広く発信 

Instagram 投稿数１３８件等 

 

４ 関係機関との連携体制の構築  

（１）市町村、医療機関との情報交換（R7.2 月末現在） 

  ・効果的な事業実施に向けて連携を強化するため、情報交換や意見聴取等を実施 

    実績：２４の市町担当課及び医療機関 

   地域交流会支援事業により、交流会等の開催経費を支援（９件） 

（２）島根大学医学部附属病院の各診療科との連絡協議会を開催 

  ・地域枠等医師のキャリア形成支援と若手医師の県内定着に繋げるため、各診療科と支援セン

ターで情報交換会を実施（毎月１回） 


